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ツ パ キ の 観 率

神 谷 清 美

lJl 崎  博  姜

「整音にはたりと落る儒かなJこ れ1ユ淑石の俳句である。春になると赤い椿の花小私たちの

日を楽しませて くれる。身近にある椿だが、私たちは案外その柵かい所を知らない。

そこで私たちは、この働察を始めました。

ツタくキは厚球木 または津乗木 (つ やのある )lC出来 した名であるといわれてぃる。

ツパキは常緑の高木またはI「
r木で、暖地の低山、丘陵地常に多く、 ときには海岸近 くにホを

形成することも渉ぅる。冬チはたくさんの議片でつつ まれている。葉は厚く互生3花 は両社、単

一又は 2ヽ 5・ が く片は 5か ら多数覆瓦様にかさなる。花びらは5～ 7、 時に多数、送部で少

しくっつく。おしべtよ多数、外のt)のは くっついてさらに花ひら茎部 ともくっつ く。内のもの

tユ離生、子房は 5～ 5室 、各室に4～ 6の極珠がある。花臣は糸状で基善いよくっつく。乗知 ま

木質の効果で、胞背裂開て中軸ホあるまで残ってぃる。種子は数少な く胚は大きくまっすぐて

大きな子葉がある。

ツパキ属 (Camellla L )に はヤブツパキ (Camctlla japonica L )ュ キノ

パキ (Camellia rustica HONDA)、 サザンカくOameltia sasanqua

t「配千NB)な どがあるが、ふつうッパキというイメま C ,ap OniCaを さす。開芸品種ぶ古

くから栽培されており、花の色は自 淡 紅 濃 紙 液 りなどさまざまで、咲きかたも一言 八

重 千 草 獅 子咲などうなある。

ソパキ小ョーロツパヤでもたらされたの1よ1759年 でそれll来流行し、デユマ フ イスの

「林JrrJ、当時のifL行からてきたものである。
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魔法びんl‐4行 日tSど入る量のPTR化寸前のつFまスをてんびんで測って入れる。

温度計を氏近くまでさし込んで栓をするぅ

締をつめた箱にびんをぺれる。

1時尉lおきに温度宏化を緩測。

35時間

耐1花寸営Fのつ`ギみではい子成わiさかんてェネルギ
ー方1多: l  l tて' 1 1 1 1、そいr■ J■  tよ

全て生命活・
・に利用されるわけでliなく、一■はに“熱として十枚キよる。このときの

呼吸熱を減'十1た |キ身iホ上幻てあるぅ

最高協度から温伐小Tっ ているな中
‐〔損 「r‐ちくすiちこと小卜ら■、 これは字t, '・

4 1 .■
| !

すん内て夕`クテリアおyぃ したためてま―るぅ

一?`―



II 花

1 花 のr■

器ユ

ツ,ミ ソ リのコ  ル ~一ペ

方法

ツパキの花を花びらの先から2つ に切 りその断面を観察。

ツパキの々は核の先に 1何 すつ咲く。花弁

は S(ヽ 7)枚 て、その化は九いのやわすか

にへこんていな i)のかか り、つけ杖は互いに

く_つ いて“、ヽ市1太!てな ってヽる。おしべⅢよ

多
4/ぁり、7をネリ下半キ徹ま互いについて街に

な 'ていてそのつけ根|工花子の街 〔つ,て い

る。中央11布 ご!工) t六小ある。た'Ⅲ庄,t r
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2 花 粉の観禁
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方汁

t, 花粉を打からたり,をし、スライドガラスにのせる。

の  水 を市下して力末
一ガラスを力け統針 章る。
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技tFiiヤ` の付!辞1のキ存の子ハ中r占 不)存 単、!竹甲i形て、|【而は粗打 ギ〔ってぃ モヽil"

体!■っ|ゃ 十ぃょぅ4て'〔→てぃ1)。よオャ打下する1た、7をllは吹水 していくすtつ(、には「'袈
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5 花 粉管の伸長

器具

顕微第 ス ライトガラス

薬品

家7て シ ヨ撫

'I法

G 発 チ末のつくり方

水 10∝ にショ猫 0157、 寒末 011夕 を加えて熱する。十分に寒天ぶ溶けたらすぐス

ライドガラスに滴下 してtrF置する。

0 発 芽床にツパキの花粉を一列に並べる。

0 そ のまま放置する。

花粉街の伸長 花粉けめじへのたγ頭につ くと発ナして花粉管をだ

し、仲長を続けて花柱の中をつさ進むか、ここては

めじへの代 りに発チFFを使 った。

発茅ほ温度に関係し、 16℃ 以下の場合は数時間

15ヽ 2o℃ では2～ 5時間930℃ では1時間以

内で発芽するう`、ま逸ツパキの発芽に最適な温度は

2o℃ である。

線度 21℃

2時 間 15分 て発芽

lll 反   竹

あまりにも■時間だったので女ホ1 祐 ltともに荷にした結男!ぶ得ら力なかった。

この律客は、花 とつ,=みだけだ小klt会お1あったら費や実の炉答をして見たい。
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